
1

833

12,874

1,317

24,396

1,487

20,844

4,182

26,513

（令和２年国勢調査）

【総　務】

面積

合計

物部町

香北町

土佐山田町

（令和７年4月１日現在）

最低

19,152

3,927

人口 世帯数
（令和７年４月１日現在）

9,942

2,099

約1,800ｍ

約21ｍ
標高

最高
537.86k㎡

東西

南北

約43.7ｋｍ

約29.0ｋｍ

１．香美市の概要

当消防本部のある香美市は、平成１８年３月１日に土佐山田町・香北町・物部町の３町村が合併し、誕

生した。

面積は５３７．８６k㎡、高知県の北東部に位置し、高知県南国市、香南市、安芸市、大豊町、本山町、

徳島県三好市、那賀町に接している。

北東部は、三嶺を始めとする急峻な四国山地が広がり、そこを源流域とする物部川、国分川が南西方

向へ市内を流れ、南西部は高知平野までいたる、自然豊かな変化に富んだ地形を有している。

交通網にあっては、物部川に沿って国道１９５号が市内を横断し、高知自動車道南国インターチェン

ジ、高知龍馬空港まで車で１５分の距離にある。

凡例

消防署

分 署

消防団

地区
区分



2.香美市消防本部の沿革

平成 18. 2.28 山田消防組合（土佐山田町、香北町、物部村で構成）解散

18. 3. 1 土佐山田町、香北町、物部村の３ヶ町村が合併し、香美市となる。

香美市消防本部及び香美市消防署設置

機構改革により、消防本部に消防課を設置

初代消防長に竹村清（消防司令長）就任

香美市役所から消防本部に消防主任１名出向（実員58名）

18. 4. 1 職員１名採用（実員57名）

18. 5.12 救急救命士国家試験に１名合格（13名となる。）

19. 1.24 自動体外式除細動器（二相波形式）一式を消防署に配備（救急振興財団助成事業）

19. 5.11 救急救命士国家試験に１名合格（14名となる。）

20. 3.14 消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型）を購入し、香北分署に配備

20. 3.31 消防本部から香美市役所へ１名帰任（実員56名）

20. 4. 1 香美市役所から消防本部に消防主任１名出向（実員57名）

20. 4.30 救急救命士国家試験に１名合格（15名となる。）

21. 3. 2 職員１名退職（救急救命士資格取得者14名となる。）（実員56名）

21. 3.23

21. 4.30 救急救命士国家試験に１名合格（15名となる。）

22. 2.19 水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ-Ｂ型　Ａ-2級）を購入し、消防署に配備

22. 3.31

消防本部から香美市役所へ１名帰任（実員55名）

22. 4. 1 香美市役所から消防本部へ１名出向、職員１名採用（実員57名）

３部制交替勤務を試行

22. 4.30 救急救命士国家試験に１名合格（16名となる。）

22.12.20 消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型）を購入し、消防署に配備

23. 3.31 職員１名退職（実員56名）

23. 4. 1 職員の定数を60名に改定

３部制交替勤務を施行

23. 5.16 救急救命士国家試験に１名合格（17名となる。）

24. 3.31 竹村清（消防司令長）消防長退職（実員55名）

24. 4. 1 消防長に寺田潔（消防司令長）就任

職員２名採用（実員57名）

24. 4.16 救急救命士国家試験に１名合格（18名となる。）

24. 6. 7

24.10.30 消防指令車（ニッサン エクストレイル）を購入し、消防署に配備

24.12.26

25. 4.25 救急救命士国家試験に１名合格（19名となる。）

25.12.20 ホンダ リトルカブ（50cc）の寄贈を受け、消防署に配備（平川モータース）

26. 1.31

26. 3.31 消防本部から香美市役所へ１名帰任（実員56名）

26. 4. 1

消防本部から高知県消防防災航空隊へ１名出向（実員54名）

香美市役所から消防本部へ１名出向（実員55名）

26. 5. 2 救急救命士国家試験に１名合格（20名となる。）

27. 2.25 査察車兼作業車を購入し、香北分署に配備

27. 3.23 消防指令システム・デジタル無線の竣工 （無線システム普及支援事業費等補助事業）

27. 3.31 職員１名退職（実員54名）

27. 4. 1 職員１名採用（実員55名）

27. 4.17 救急救命士国家試験に１名合格（21名となる。）

27. 5.31 香美市消防庁舎竣工

27. 6.24 仮庁舎から香美市消防庁舎へ移転（香美市土佐山田町百石町2丁目3番51号）

28. 4.28 救急救命士国家試験に１名合格（22名となる。）

2

高規格救急自動車（ニッサン ハイメディック4ＷＤ）・高度救命処置用資器材を購入
し、消防署に配備（国庫補助事業）

高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック４ＷＤ）・高度救命処置用資器材を購入
し、香北分署に配備（地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業）

高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック４ＷＤ）の寄贈を受け、消防署に配備
（全国共済農業協同組合連合会）

消防庁舎建設に伴い、仮庁舎（土佐山田町百石町2丁目218番１　旧Ａコープ土佐山田
店）へ移転

消防本部から香美市役所へ１名出向（実員55名）

消防事務連絡用二輪車(ホンダ クロスカブ(110cc))を購入し、消防署に配備



平成 29. 3.31 消防本部から香美市役所へ１名帰任（実員54名）

香美市役所から消防本部へ１名帰任（実員55名）

29. 4. 1 香美市役所から消防本部へ１名出向（実員56名）

消防本部から香美市役所へ１名出向（実員55名）

29. 5. 1 救急救命士国家試験に１名合格（23名となる。）

30. 3.31 高知県消防防災航空隊から消防本部へ１名帰任（実員56名）

30. 4. 1 消防本部から高知県消防学校へ１名出向（実員55名）

30. 4.25 救急救命士国家試験に１名合格（24名となる。）

30. 9. 1 消防本部から香美市役所へ１名出向（実員54名）

31. 3.29 査察車兼作業車（いすゞ ELF）を購入し、消防署に配備

31. 3.31 職員１名退職、消防本部から香美市役所へ１名帰任（実員52名）

31. 4. 1 職員２名採用（実員51名、内１名救急救命士資格取得者、25名となる。）

香美市役所から消防本部へ１名出向（実員55名）

令和  1. 5. 7 救急救命士国家試験に１名合格（26名となる。）

 1. 6.30 職員１名退職（実員54名）

 1. 7.31 職員１名退職（実員53名、救急救命士資格取得者25名となる。）

 1. 9.26 消防指令車（三菱デリカ）を購入し、消防署に配備

 2. 3.31 寺田潔（消防司令長）消防長退職（実員52名）

職員１名退職（実員51名、救急救命士資格取得者23名となる。）

香美市役所から消防本部へ１名帰任（実員52名）

消防本部から香美市役所へ１名帰任（実員51名）

2. 4. 1 消防長に宮地義之（消防司令長）就任、職員５名採用（実員56名）

2. 4.22 救急救命士国家試験に１名合格（24名となる。）
2.12.20

3. 3.31

3. 4. 1

職員１名採用（実員56名）
3. 8.26 無人航空機（ドローン）を購入し、消防署に配備
3. 9. 1 香美市消防署香北分署庁舎竣工
3. 9.30 職員１名退職（実員55名）
3.11.10 旧香北分署庁舎から現香北分署庁舎へ移転(香美市香北町根須40-7)
4. 4. 1 職員の定数を57名に改定

職員１名採用（実員56名）
4. 5. 2 救急救命士国家試験に１名合格（24名となる。）
5. 3.28 Ⅰ型救助工作車(日野デュトロ)を購入し、消防署に配備
5. 4. 1 職員４名採用

消防本部から香美市役所へ１名出向（実員59名）
5. 8.15 香美市役所から消防本部へ１名帰任（実員60名）

消防本部から香美市役所へ１名出向（実員59名）
5.12.12 消防署に自家用給油取扱所を設置
6. 3.25 救急救命士国家試験に１名合格（25名となる。）
6. 3.31 宮地義之（消防司令長）消防長退職（実員58名、救急救命士資格取得者24名となる。）

高知県消防防災航空隊から消防本部へ１名帰任（実員59名）
6. 4. 1 消防長に野口正一（消防司令長）就任

消防本部から高知県消防防災航空隊へ１名出向（実員58名）
職員３名採用（実員61名、救急救命士資格取得者25名となる。）

7. 3.31 職員１名退職（実員60名、救急救命士資格取得者24名となる。）
7. 4. 1 職員２名採用（実員62名）

3

消防本部から高知県消防防災航空隊へ１名出向（実員55名）

高規格救急自動車（トヨタハイメディック）を購入し、消防署に配備（緊急消防援助
隊設備整備費補助金）

高知県消防学校から消防本部へ帰任（実員57名）
職員１名退職（実員56名、救急救命士資格取得者23名となる。）



３.香美市消防組織図

4

市長

消防次長

総務班

警防班

予防班

消防課長

第1消防隊

第2消防隊

消防署長

分署長心得 第2分隊

第3消防隊

第1分隊

新改分団

第3分隊

消防長

繁藤分団

明治分団

岩村分団

山田分団

片地分団

猪野々分団

佐岡分団

植分団

楠目分団

永野分団

第二分団（大栃、岡ノ内）

第一分団（大栃、神池、五王堂）

暁霞分団

日ノ御子分団

方面副隊長

（分団長）

方面隊長

（副団長）

団長

消防本部

消防団

消防課

消防署

香北分署

土佐山田方面隊

香北方面隊

物部方面隊

方面隊長

（副団長）

方面隊長

（副団長）

方面副隊長

（分団長）

方面副隊長

（分団長）

美良布分団



緯度・経度

電話・ＦＡＸ

竣工

917.78㎡

5

車両等配置

1

2

1

2

1

1

1

1

1

事務連絡車

ボートトレーラー

４.消防庁舎の概要、車両配置状況

香美市消防本部・消防署

3153.94㎡

278.07㎡

平成27年5月31日

庁舎

副訓練棟
建築構造

延床面積
庁舎

副訓練棟

庁舎

高知県香美市土佐山田町百石町二丁目３番５１号

北緯33.36.31　東経133.41.56

155.55㎡

鉄骨造一部５階建（主訓練棟併設）

庁舎の概要 鉄筋コンクリート造３階建

2270.22㎡

ポンプ自動車

小型動力ポンプ

救助工作車

救急車

査察車兼作業車

指令車

敷地面積

水槽付ポンプ自動車

所在地

副訓練棟

電話：0887-53-4176　　FAX：0887-53-5313

建築面積



6

4777.36㎡

512.06㎡

512.06㎡

救急車 1

査察車兼作業車 1

ポンプ自動車 1

小型動力ポンプ 1

敷地面積

車両等配置

令和3年8月31日

鉄筋コンクリート造１階建

香美市消防署　香北分署

庁舎の概要

所在地 高知県香美市香北町根須40番地7

緯度・経度 北緯33.40.22　東経133.49.57

電話・ＦＡＸ 電話：0887-59-3200　　FAX：0887-59-3211

竣工

建築構造

延床面積

建築面積



５.令和７年度当初予算

(単位：千円） （単位：千円）

目 　　　節
令和７年度

目 　　　節
令和７年度

給料 231,389 報酬 28,654

職員手当等 154,109 旅費 340

共済費 77,927 需用費 10,132

旅費 1,029 役務費 926

需用費 19,952 委託料 130

役務費 4,920 使用料及び賃借料 461

委託料 11,536 備品購入費 56,095

使用料及び賃借料 362 負担金、補助及び交付金 19,079

工事請負費 273 公課費 632

備品購入費 46,613 小計 116,449

負担金、補助及び交付金 9,656 （単位：千円）

公課費 283
目 　　　節

令和７年度

小計 558,049 需用費 951

役務費 0

委託料 237,920

工事請負費 2,203

負担金、補助及び交付金 1,500

小計 242,574

（単位：千円）

目 　　　節
令和７年度

役務費 0

委託料 2,200

工事請負費 119,986

備品購入費 0

小計 122,186

（単位：千円）

1,039,258

314,363

1,353,621

7

常
備
消
防
費

消防本部所管合計

市部局災害等対策費等

消防費合計

非
常
備
消
防
費

消
防
施
設
費

消
防
庁
舎
建
設
費

区 分 区 分

区 分

区 分



６.市予算と消防予算（過去3年分） （単位：千円）

8

増減額

4.8% 203,154

前年度消防予算との比較

比率（％）

124.3%

107.8%4.1% 60,145

区分 一般会計予算 消防予算
比率（％）

年度 （当初） （当初）

令和５年度 18,926,000 775,959 4.1%

令和７年度 21,660,000 1,039,258

令和６年度 20,394,000 836,104

日々、訓練を

積み重ねて

います！



７.消防事務の分掌

9

総 務 班

１．人事及び組織に関すること

２．予算及び経理に関すること

３．公印の保管及び文書の収発に関すること

４．消防施設の営繕、管理に関すること

５．職員の福利厚生に関すること

６．条例、規則その他の規程の改廃に関すること

７．他の係に属さないこと

予 防 班

１．消防対象物及び防火対象物の立入検査及び措置命令等に関すること

２．危険物の製造所等の許可、認可、完成検査及び届出の受理その他指導取締りに関すること

３．火災原因、損害の調査及び報告に関すること

４．建築確認申請の同意事務に関すること

５．少量危険物の貯蔵又は取扱いの届出の受理その他指導取締りに関すること

６．山林等の火入れ許可に関すること

７. 消防用設備等の指導取締りに関すること

８．防火管理者に関すること

９．香美市火災予防条例の規定に基づく指導取締りに関すること

１０．防火思想の普及宣伝に関すること

１１．その他予防事務に関すること

警 防 班

１．警防計画に関すること

２．消防団の庶務に関すること

３．消防用機械器具の維持管理に関すること

４．消防に関する地理及び水利に関すること

５．消防通信に関すること

６．警報の発令及び解除その他消防に関係のある気象に関すること

７．消防職員及び消防団員の訓練礼式に関すること

８．救急業務に関すること

９．救助業務に関すること

１０．その他警防事務に関すること

消 防 隊

１．水火災その他の災害の警戒及び防御に関すること

２．救急業務に関すること

３．救助業務に関すること

４．消防通信及び受付勤務に関すること

５．車両、機械器具等の点検整備に関すること

６．地理及び水利の調査、点検に関すること

７．訓練の立案及び実施に関すること

８．上司の命を受けてその他の消防事務を行うこと



8.歴代消防長等

年　代 氏　　名 在　職　期　間 在職年数 備　考

初 竹村　清
自　H18. 3. 1
至　H24. 3.31

6年 1ヶ月

2 寺田　潔
自　H24. 4. 1
至　R 2. 3.31

8年

3 宮地　義之
自　R 2. 4. 1
至　R 6. 3.31

4年

4 野口　正一
自　R 6. 4. 1
現在に至る

年　代 氏　　名 在　職　期　間 在職年数 備　考

初 宮地　義之
自　H18. 3. 1
至　H21. 3.31

3年 1ヶ月 消防次長心得（H19.3.31まで）

2 寺田　潔
自　H21. 4. 1
至　H24. 3.31

3年 消防署長兼務（H23.4.1から）

3 宮地　義之
自　H24. 4. 1
至　R 2. 3.31

8年
消防署長兼務
消防課長兼務（H24.11.22から）

4 公文　徹朗
自　R 2. 4. 1
至　R 6. 3.31

4年 消防署長兼務（R4.3.31まで）

5 楠目　晃
自　R 6. 4. 1
現在に至る

年　代 氏　　名 在　職　期　間 在職年数 備　考

初 川村　晴夫
自　H18. 3. 1
至　H19. 3.31

1年 1ヶ月 消防課長心得

2 田島　均
自　H19. 4. 1
至　H23. 3.31

4年

3 宮地　義之
自　H23. 4. 1
至　H24. 3.31

1年

4 田島　均
自　H24. 4. 1
至　H24.11.22

7ヶ月
警防係長兼務
消防署次席兼務

5 宮地　義之
自　H24.11.22
至　H30. 3.31

5年4ヶ月
消防次長兼務
消防署長兼務

6 野口　正一
自　H30. 4. 1
至  R 4. 3.31

4年
消防課総務班長兼務
（R2.4.1からR3.3.31まで）

7 楠目　晃
自　R 4. 4. 1
至  R 6. 3.31

2年
消防課警防班長兼務
（R4.4.1からR6.3.31まで）

8 五百蔵 哲雄
自　R 6. 4. 1
現在に至る

消防課総務班長兼務
（R6.4.1からR7.3.31まで）

10

歴代消防長

歴代消防次長

歴代消防課長



年　代 氏　　名 在　職　期　間 在職年数 備　考

初 寺田　潔
自　H18. 3. 1
至　H21. 3.31

3年 1ヶ月 消防署長心得（H19.3.31まで）

2 川村　晴夫
自　H21. 4. 1
至　H23. 3.31

2年

3 寺田　潔
自　H23. 4. 1
至　H24. 3.31

1年 消防次長兼務

4 宮地　義之
自　H24. 4. 1
至　R 2. 3.31

8年
消防次長兼務
消防課長兼務（H24.11.22から）

5 公文　徹朗
自　R 2. 4. 1
至  R 4. 3.31

2年 消防次長兼務

6 五百蔵 哲雄
自　R 4. 4. 1
至  R 6. 3.31

2年

7 石川　拓男
自　R 6. 4. 1
現在に至る

年　代 氏　　名 在　職　期　間 在職年数 備　考

初 田島　均
自　H18. 3. 1
至　H19. 3.31

1年 1ヶ月 香北分署長心得

2 川村　晴夫
自　H19. 4. 1
至　H21. 3.31

2年

3 宮地　義之
自　H21. 4. 1
至　H23. 3.31

2年

4 田島　均
自　H23. 4. 1
至　H24. 3.31

1年

5 公文　徹朗
自　H24. 4. 1
至　H24.11.21

7ヶ月 香北分署長心得

6 田島　均
自　H24.11.22
至　H27. 3.31

2年4ヶ月

7 楠目　晃
自　H27. 4. 1
至  R 4. 3.31

7年 香北分署長心得（H28.3.31まで）

8 野口　正一
自　R 4. 4. 1
至  R 6. 3.31

2年

9 公文　徹朗
自　R 6. 4. 1
至  R 7. 3.31

1年

10 榊󠄀　正幸
自　R 7. 4. 1
現在に至る

香北分署長心得
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歴代消防署長

歴代香北分署長



（　 ）は兼務
消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　長

消　防
副士長

消防士 合　計

1 1

1 1

1 1

1 1 2

(3) (3)

1 2 3

(2) (1) (3)

1 1 2

(1) (2) (3)

1 15 5 2 9 32

0

1 6 4 1 4 16

0

2 2

0

1 7 23 10 4 15 60

(0) (0) （6） (3) （0） （0） (9)

（　 ）は兼務

階　級　

1 1

1 1

3 2 3 8

1 1

1 1

3 2 1 3 9

1 1

1 1

3 1 1 3 8

(1) (1)

(1) (1)

(3) (3)

3 3

3 4 1 4 12

0 21 9 3 13 46

(0) (5) (0) (0) (0) (5)
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消
　
　
　
　
防
　
　
　
　
署

警防班

※出向職員２名を除く

消 防 分隊 隊長

隊 員

隊 員

第 1 消 防 隊

合　　　　　計

隊 長

副 隊 長

隊 員

救 助 隊 長

救助副隊長

救急分隊長

救 助 隊

救 急 隊

香 北 分 署

消防長

消防次長

消防課長

総務班

予防班
消
防
課

隊 長

第 3 消 防 隊

9.消防吏員階級別配置状況(令和７年４月１日現在）

10.消防隊、救急隊、救助隊編成表(令和７年４月１日現在）

※出向職員2名を除く

合計

新規採用

消防署
（消防署長含む）

香北分署
(香北分署長含む)

副 隊 長

隊 長

副 隊 長

隊 員

第 2 消 防 隊

消
防
本
部

合　計
消　防
司令補

消　防
司　令

消　防
士　長

消　防
副士長

消防士



1年未満 2 2

1～ 5年 1 13 14

6～10年 2 2

11～15年 1 1 2

16～20年 3 3

21～25年 1 16 6 23

26～30年 2 6 8

31～35年 2 2

36～40年 1 2 1 4

41年以上 0

合　　計 1 7 23 10 4 15 60

20歳未満 1 1

20歳～25歳 8 8

26歳～30歳 6 6

31歳～35歳 4 4

36歳～40歳 2 2

41歳～45歳 7 7 14

46歳～50歳 2 15 1 18

51歳～55歳 1 1

56歳～60歳 1 4 1 6

合計 1 7 23 10 4 15 60

居住地 香美市 香南市 南国市 高知市 合計

人数 52 4 0 4 60

内容 火災 救急 救助 訓練 体力練成 通勤災害 その他 合計

件数 0 0 0 1 0 0 1 2

13

※出向職員2名を除く

11.消防吏員勤続年数(令和７年４月１日現在）

消　防
副士長

消防士 合　計

※出向職員2名を除く

12.消防吏員年齢(令和7年４月１日現在）

消　防
士　長

消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

13.消防吏員居住地(令和7年４月１日現在）

14.公務災害発生件数（令和６年）

※出向職員2名を除く

※出向職員2名を除く

合　計
消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　長

消　防
副士長

消防士

階級別

年数

階級別

年齢



1 1

0

0

0

0

0

0

1 1

0

2 2

5 3 1 3 12

5 1 1 4 2 13

1 2 2 5

（専科含む） 2 1 1 4

2 2 2 6

2 1 2 5

5 1 1 4 2 13

2 2 1 2 7

0

2 2

0

0

9 3 2 2 4 20

1 1

1 1

10 2 5 9 26

15.外部研修受講状況（過去５年）

令和２年度 令和３年度

東 京 研 修 所 救 急 救 命 士

九 州 研 修 所 救 急 救 命 士

〃 薬剤投与追加講習

そ の 他 小 型 船 舶

そ の 他 中 型 自 動 車 免 許

合計
種　別

消
防
大
学
校

幹 部 科

警 防 科

救 助 科

予 防 科

火 災 調 査 科

年　度
令和４年度

航 空 消 防 防 災 講 習 会

令和６年度令和５年度

処 置 拡 大 追 加 講 習

高

知

県

消

防

学

校

初 任 科

火 災 調 査 科

予 防 査 察 科

警 防 科

救 助 科

救 急 科

幹 部 科

応急手当指導員講習Ⅰ

ポ ン プ 操 法 指 導 員

薬 剤 投 与 追 加 講 習

そ の 他

※出向職員2名を除く

そ
の
他

山 岳 遭 難 救 助 研 修 会

火 災 調 査 特 別 研 修

そ の 他
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4 15 19

1 7 23 10 41

3 11 14

(第1種) 3 1 1 5

(第2種) 2 2

特殊(第1種) 1 1

小 型 1 1

普 通 1 4 12 4 1 4 26

大 型 2 6 1 2 11

1 1

3 11 4 2 1 21

1 5 16 4 1 2 29

甲 種 1 1

乙 種 第 1 類 5 5

乙 種 第 2 類 4 4

乙 種 第 3 類 2 4 6

乙 種 第 4 類 5 22 10 3 12 52

乙 種 第 5 類 2 3 5

乙 種 第 6 類 1 3 1 5

丙 種 1 3 2 6

1 4 1 6

1 1

危 険 物 1 3 4 1 9

査 察 1 3 8 6 18

設 備 1 4 5 10

1 1 1 3

2 2

1 1 2

1 1

1 1

3 1 2 6

1 1

1 1 2

1 7 23 10 4 15 60

3 3

※順番に資格を取得した場合（例：自動二輪の普通と大型を取得）は、それぞれで計上しています。
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防 災 士

ア マ チ ュ ア 無 線 技 士

玉 掛 技 能 者

蓄 電 池 設 備 整 備 資 格 者

特 殊 無 線 技 士

消防士

電 気 工 事 士

衛 生 管 理 者 （ 第 1 種 ）

Ｌ Ｐ Ｇ 設 備 士

高 圧 ガ ス 販 売 主 任 者

予防技術者検定

救 急 救 命 士

小 型 船 舶 操 縦 士

潜 水 士

特 定 品 目 毒 物 劇 物 取 扱 者

消 防 設 備 士 （ 乙 種 ）

危険物取扱者

16.消防吏員特殊技能資格取得状況(令和７年４月１日現在） 

※出向職員2名を除く

小 型 特 殊 フ ォ ー ク リ フ ト

階 級 別
消防

司令長
合　計

自
動
車
運
転
免
許

普通　　　　　　(第1種)

普通（８ｔ車限定付中型）

中型　　　　　　(第1種)

大型

消防
士長

消防
司令補

消防
司令

自動
二輪

消防
副士長


